
春の野草を探して、食べて、楽しもう
「春、見～つけた！」

内子児童館からのお知らせ

　「春、見～つけた！」は沖田の土手でカ
ラスノエンドウ、つくし、タンポポ、ヨモギ
など、春の野草を探すイベントです。
　採れた野草で遊んだり、天ぷらや蒸し
パンにして食べたりします。みんなです
てきな春を見つけましょう。

　 
▶
揚
げ
た
て
の
野
草
の
天
ぷ
ら

　は
サ
ク
サ
ク
で
お
い
し
い
よ

●日時　４月13日（土）　
　　　　午前９時30分～正午
●集合場所　内子児童館　
●講師　芳我トシエさん
●対象　小学生
●定員　30人
●参加費　無料
●申込期限　３月29日（金）
※雨天時は館内で活動します。

【申込・問い合わせ】
内子児童館
☎０８９３（４４）３１０１
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おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

３月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

向
井

　唯い
お
り織

ち
ゃ
ん

　柿
原

音
楽
を
聴
く
と
体
が
う
ず
う
ず
。
踊
ら

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
！

3.3

田
久
保

　芽め

い来
ち
ゃ
ん

　内
子
19
第
２

ご
飯
が
大
好
き
！

　い
た
ず
ら
も
大
好

き
！

　い
つ
も
元
気
な
め
い
ち
ゃ
ん
で
す

3.21 西
野

　洸こ
う
た大

く
ん

　
　
　
　大た

い
り俐

く
ん

　内
子
10

僕
た
ち
、
わ
ん
ぱ
く
兄
弟
！

　

好
奇
心
旺
盛
で
、
あ
ち
こ
ち
動
き
回
る

の
大
好
き
♡
（
洸
大
く
ん
）

甘
え
ん
坊
で
泣
き
虫
、
食
べ
る
の
大
好

き
食
い
し
ん
坊
♡
（
大
俐
く
ん
）

3.19

な

ろ
ば

ひ

み
ん

の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

わが家の一皿
SPECIAL DISH

広報うちこ   2019. 3 20

堀
本

　将ま

さ

し司
さ
ん
（
33
） 

 

＝
内
子
19
第
１
＝

　

　
柿
の
専
業
農
家
に
な
っ
て
１
年

足
ら
ず
で
す
が
、
小
学
生
の
頃
に

描
い
た「
日
本
一
の
柿
作
り
農
家

に
な
る
」と
い
う
夢
に
向
か
っ
て

日
々
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
中
学
生
か
ら
野
球
部
に

入
り
、
高
校
・
大
学
と
野
球
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
大
学
生
の
と
き

は「
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
の
が

夢
」
に
変
わ
っ
て
い
て
、
九
州
の

大
学
ま
で
進
学
。
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
が
、
周
り
の
選
手

の
高
い
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
い
け
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
プ

ロ
野
球
界
で
活
躍
し
て
い
る
同
級

生
や
先
輩
、
後
輩
も
い
ま
す
。
そ

り
ゃ
レ
ベ
ル
も
高
い
で
す
よ
ね
。

　
就
職
活
動
の
と
き
に
、
小
学
生

の
頃
の
夢
を
思
い
出
し
て
青
果
市

場
へ
就
職
。
生
産
者
と
消
費
者
の

橋
渡
し
役
と
し
て
営
業
を
学
び
ま

し
た
。
食
の
流
通
場
所
は
活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
て
、
す
ご
く
い
い
経

験
が
で
き
ま
し
た
。

　
内
子
に
帰
っ
て
き
た
の
は
８
年

前
。
長
男
が
小
学
校
に
入
る
前
と

決
め
て
い
ま
し
た
。
帰
郷
し
て
す

ぐ
に
農
業
は
せ
ず
、
違
う
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
跡
を
継
ぐ
こ
と

に
少
し
迷
い
や
不
安
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

　
昨
年
、
家
族
の
後
押
し
も
あ

り
、
よ
う
や
く
小
学
生
の
頃
の
夢

に
向
か
っ
て
進
み
始
め
ま
し
た
。

実
際
に
始
め
て
み
る
と
、
と
て
も

体
力
と
知
恵
の
い
る
仕
事
で
し

た
。
あ
ら
た
め
て
農
業
の
大
変
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
野
球
で
鍛
え
た
体

力
と
青
果
市
場
で
培
っ
た
知
識

を
生
か
し
、
内
子
の
農
業
を
支
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
お
い
し
い
柿
を
皆
さ
ん
に
届

け
た
い
で
す
。

▼
次
は
、

㆞
義
一
さ
ん
＝
内
子
５

　＝
に
お
願
い
し
ま
す
。

①アジは３枚おろしにし、２等分に
切る／②Ⓐに①を入れて10分程漬
ける／③ボウルにⒷを混ぜ合わせ、
②の汁気を軽く切り、全体にまんべ
んなくまぶす／④フライパンに油を
熱し、③を並べて両面こんがりと揚
げ焼きにする／⑤ピーマンを入れて
炒める／⑥器に盛り付け、すだちを
添えて完成

●作り方

松下佳
か よ こ

代子さん
＝上町＝

●作った人

経
験
を
生
か
し
て
挑
戦

アジの青のりから揚げ

アジ４尾／Ⓐ酒大さ
じ１、しょうゆ大さ
じ１、ショウガ汁小
さじ２／Ⓑ薄力粉大
さじ２、片栗粉大さ
じ２、青のり大さじ
２／ピーマン４個／
油適量／すだち２個

●材料（４人分）
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エコロジー
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まちの声
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① 平成 31年内子町「○○○○○○○
○●○」。団員642人が訓練の成果
を披露
② 「○○●○」に優しい運転、できてい
ますか。エコドライブ10のすすめ

③ 特別養護老人ホーム「○○○○●」
職員募集
④ 「○○○○●○○」市から義援金。
内子町を思い市内で募金活動
⑤ 人生の節目を大空で――
　 いかざき大凧合戦「還暦祝い凧」「○

○○●○○○○○」参加募集

「広報うちこ」３月号を読んで、①～⑤
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：３月31日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」５月号

地球に優しい運転
できていますか？

答え「ねんがじょう」　正解数55
◦大西　甚藏さん　（内子15）
◦金森真理子さん　（内子18第１）
◦浜松　理絵さん　（内子21）
◦比多岡ゆき子さん（護国）
◦中岡　和子さん　（岡第２）
◦國本　満子さん　（中町）
◦山本　恵子さん　（上町）
◦本山　幸恵さん　（鳥越）
◦松田　　恵さん　（大阪府）
◦金子　年男さん　（神奈川県）

●１月号当選者の皆さん

□セクハラ問題が頻繁に報
道されています。内子町も
意識改革に向け、人権教育
などで積極的に扱ってほし
いです。また、セクハラの
相談窓口はあるのでしょう
か。いじめ同様、セクハラ
は身近な問題です。重点的
に対策を講じてほしいです。
■内子町では「人権尊重の
まちづくり条例」を制定し、
人権が尊重され差別のない
まちの実現を目指していま
す。社会に存在するさまざ
まな人権問題は、放置でき
ない課題です。中でも女性
や子どもの人権問題は、重
要な課題に位置付けていま

す。『広報うちこ』の人権コ
ラムなどによる定期的な啓
発活動の他、１月と８月を
除く毎月１回、「人権相談」
を行っています。
　今後も人権問題解消に向
けて積極的な活動を行いま
すので、皆さんのご意見を
お寄せください。

【問い合わせ・相談窓口】
▷人権相談
　住民課人権対策係
☎０８９３（４４）６１５２
▷人権教育協議会
　自治・学習課生涯学習係
☎０８９３（４４）２１１４
▷女性の人権ホットライン
☎０５７０（０７０）８１０

　
環
境
に
配
慮
し
て
自
動
車
を
運
転

す
る
こ
と
を「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
と
い

い
ま
す
。
燃
料
の
節
約
に
努
め
る
こ
と

は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸

化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）の
排
出
量
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　特
別
な
知
識
や
技
術
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
今
日
か
ら
で
き
る
、
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め
》

▽�

発
進
か
ら
５
秒
間
は
時
速
20
㌔
で
走

行
す
る

▽�

十
分
に
車
間
距
離
を
と
っ
て
、
加
速

と
減
速
の
少
な
い
運
転
を
す
る

▽�

減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
か
ら
足

を
離
し
、
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
活

用
す
る

▽�

過
度
に
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
な
い

▽�

無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い

▽�

早
め
の
出
発
で
渋
滞
を
避
け
る

▽�

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
点
検
す
る

▽�

不
要
な
荷
物
は
降
ろ
す

▽�

他
の
車
の
燃
費
が
悪
く
な
る
の
で
、

迷
惑
駐
車
は
し
な
い

▽�

日
々
の
燃
費
を
把
握
す
る

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

内子町の人☆キラリ
TOWN'S  STAR
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ベルリンの変化で感じること

　年末年始、４年ぶりにドイツの
実家に帰省しました。家族や親
戚、友人などと久しぶりに会っ
て、充実した時間を過ごすことが
できました。
　友人に会うため、実家から少し
離れたベルリン中心部へ、電車と
地下鉄を乗り継いで向かった時
のことです。ベルリンの大きな変
化に気が付きました。どこの駅に
行っても、入り口とプラットホー
ムにホームレスがたくさんいるの
です。私の知っているベルリンで
はないと思い、とてもショックで
した。友人に聞いたところ、その
多くがドイツ人ではなく、東ヨー
ロッパ圏から来たホームレスとの
ことでした。最近、非常に増えて
いるそうです。

　東ヨーロッパに位置するウクラ
イナやベラルーシ、ハンガリーな
どの国々では、政府に反対する人
や同性愛者などの社会的少数者に
対する差別が厳しいそうです。そ
れが理由で、東ヨーロッパ圏で差
別を受けるたくさんの人が、ドイ
ツへ逃げてくるのです。人生の苦
難や逆境と闘っている人たちの姿
を、目の当たりにしました。
　今回の帰省を機に感じたこと
は、さまざまな違いを認めて受け
入れてくれる寛容な国で、家族の
愛情に包まれて育ったことへの感
謝です。また、治安が良い日本で
生活できていること、第２のふる
さと内子町で優しい町民の皆さん
に出会えたことにも、改めて感謝
の気持ちが湧いてきました。

国際交流員

ドレーン・アルント

谷本　陸
りく

さん（17）上宿間

高校野球四国代表として豪
オーストラリア

州へ

　帝京第五高校野球部の谷本陸さんは昨年末、四国
選抜としてオーストラリア遠征に参加しました。チー
ムは地元のクイーンズランド州選抜などを相手に、
５戦全勝。四国のレベルアップを目的に行われた同
遠征で、満塁のチャンスに走者一掃の三塁打を放つ
など、勝利に貢献した谷本さんは「他の選手から学
ぶことが多かった。自分もまだまだ上を目指したい
と思える、いい経験だった」と振り返りました。
　同校野球部が春の甲子園に出場したのは、谷本さ
んが高校入学を控えた中学３年生のとき。「テレビ

Doreen Arndt

妹家族と一緒に

▲ １年秋から主に３番右
ラ イ ト
翼手を務める谷本さ

ん。練習する帝京第五高校のグラウンドで
◀ 遠征で着用したユニホーム姿。胸に「ＪＡ

ＰＡＮ」の文字、左肩には日の丸の刺繍

で観戦し、甲子園への憧れが強くなった。昨年
の秋は、あと一歩のところで春の甲子園を逃し
たので、最後の夏に懸ける思いは強い。残され
た時間も練習に励み、『これだけやった』とい
う自信を胸に挑みたい」と抱負を語ります。「毎
晩練習が終わる 10 時に迎えに来てくれる、親
の支えに感謝している。勝つことが一番の恩返
し。ホームランを打っていいところを見せたい」
と力を込めました。
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